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 要 旨   

 

目的：一般集団におけるアルコール摂取と心血管疾患（CVD）の関連については多くの研究

がなされているが、うつ病患者における検討は少ない。そこで、本研究は、アルコールを摂取

していないうつ病患者におけるアルコール摂取量の変化と CVDの関連を検討する。 

 

方法：韓国の全国医療記録データベースを用い、新たにうつ病と診断され、うつ病診断後 2年

以内にアルコールを摂取していなかった 375,710人を特定した（時点１）。対象者を、時点１

から 2 年以内のアルコール摂取状況に基づいて 3 群（非飲酒者、軽度・中等度飲酒者、多量

飲酒者）に分類した（時点２）。これらの対象の心筋梗塞（MI）、脳梗塞、脳卒中などの CVDs

の発症を追跡調査した。 

 

結果：非飲酒者 329,802人、軽度から中等度の飲酒者 43,659人、重度飲酒者 2,249人を特定

した。非飲酒者に比べ、多量飲酒者では、MI（aHR、1.41；95％CI、1.08-1.83）、虚血性脳

卒中（aHR、1.49；95％CI、1.12-1.99）、複合 CVDイベント（aHR、1.48；95％CI、1.21-

1.80）、および全死因死亡率（aHR、1.38；95％CI、1.13-1.68）でリスクの上昇がみられた。 

 

結論：うつ病の診断後に大量飲酒を開始した人は、禁酒を維持した人と比較して、CVDsおよ

び全死亡のリスクが上昇した。これらのデータは、臨床の場でうつ病と診断された人に対す

るアルコール摂取制限の必要性を強調している。 

 


